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Ⅰ 文化財の保護・保存 
  

文化財は、私たちの祖先が営々と築いてきた文化遺産であり、ひとたび破損等があれば再現困難な

かけがえのないものです。区では、このような文化財の保護・保存を図るとともに、区民が興味や関

心を持つことによって、共有の貴重な文化遺産が後の世代に受け継がれていくよう文化財保護意識の

向上を図るため、保護及び活用事業を実施しました。 
 

１ 文化財保護審議会 

 
文化財保護審議会を令和 7年 3月 7日に開催し、文化財保護の状況報告等を行いました。 

委員の任期は 2年で、委員は下表のとおりです。 

 

第 24 期目黒区文化財保護審議会委員                 （令和 7年 3月 31 日現在) 

氏 名 職業又は所属（専門） 

折茂 克哉 東京大学大学院総合文化研究科・教養学部駒場博物館助教（郷土史） 

小林 謙一 中央大学文学部教授（考古学） 

佐々木 昌孝 ものつくり大学技能工芸学部教授（建築史) 

関口 博巨 神奈川大学国際日本学部教授（日本近世史） 

山本 勉 鎌倉国宝館長（日本彫刻史） 

吉村 稔子 神田外語大学外国語学部教授（日本絵画史） 

※任期は、令和 5年 6月 1日から令和 7年 5月 31 日まで  計 6人 
 

２ 文化財保護事業 
 

 目黒区内文化財めぐりを 4回、文化財講座を 1回実施しました。 
 

区内文化財めぐり                                （単位：人) 

実施日 コース 見学場所等 参加者 

5 月 11 日 自由が丘周辺 熊野神社、立源寺、東京工業大学ほか 29 

6 月 8 日 碑文谷周辺 カトリック碑文谷教会、目黒区古民家、円融寺ほか 30 

10 月 26 日 中目黒周辺 めぐろ歴史資料館、祐天寺、目黒区総合庁舎ほか 27 

11 月 30 日 青葉台周辺 西郷山公園、菅刈公園、氷川神社ほか 20 

計 106 

 

文化財講座「発掘された目黒～近年の調査成果から」 

実施日 内容 参加者 

11 月 9 日 
めぐろ歴史資料館の秋の企画展「新発掘速報展」と連携し、近年の区内発掘

調査及び企画展の解説と、縄文土器等出土遺物の紹介 
18 

 

３ 区指定文化財 

 
 令和 6年度に新たに区指定文化財として指定したものはありませんでした。 

 

４ 埋蔵文化財発掘調査 

 
令和 6 年度は、区が実施した調査として立会調査 50 件、試掘調査 15 件、本格調査 2 件、及び整理

調査 1件を実施しました。 
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Ⅳ めぐろシティカレッジ 

１ 概要 

 区民の学習活動のニーズが多様化する中で、都立大学が目黒区から八王子市に移転したのを契機
に、区民に新たな学習機会を提供できるシステムを構築していこうと、目黒区、都立大学、都立大学
附属高校、東京都教育庁の四者が協力して、区民向けの講座「めぐろシティカレッジ」を平成 7年に
開設しました。 
 「めぐろシティカレッジ」は、区民の自発的学習意欲に基づく自己実現を支援するための学習機会
を提供しようとするものです。単位や資格の取得を目的とするものではなく、生涯学習社会形成の一
翼として区民の学習ニーズに対応する、質の高い学習の提供を目指しています。各分野の研究者を講
師に招き、学ぶ意欲にあふれた受講生により、毎回熱意のこもった講座が展開されています。 

（開設年度：平成 7年度） 

２ 運営 

現在は、任意団体「めぐろシティカレッジ振興会」が運営に当たり、目黒区教育委員会事務局に事
務局を置いています。 
 

３ 講座内容                                

令和 6 年度実施 
次のとおり、講座を企画し開講しました。新型コロナウイルス感染症が第 5類に位置付けられたこ

とにより、令和 6 年度から従来どおりの通年制に戻して、会場を目黒区中央町社会教育館で実施し
ました。 

                                             （単位：人) 

 講 座 主な内容等 定員 
応募

者数 

受講

者数 

1 
目黒学パート30 

～川と橋をめぐって～ 

地域や人・物を結ぶ橋。動脈となり、文明を生み出

していった川。共に歴史の変遷に関わってきた川と橋

について、現地実習を織り交ぜながら考察する。 

 令和6年4月～令和7年1月（全14回）  

50 36 36 

2 
いま地球で何が起きて 

いるのか 

人新世という時代名称が提唱されている今、私たち

は、地球環境、情報化社会の変化の只中にある。これ

らの実態を認識し、生きる指針を探る。 

 令和6年4月～令和7年1月（全14回）  

50 46 46 

3 江戸時代の思想と現代 

さまざまな思想が誕生し、互いに影響しながら衰

退・発展を遂げた江戸時代。当時の思想家、人々は何

を考えたのか。日本の近代化、現代に与えた影響を考

える。 

 令和6年4月～令和7年1月（全14回）  

50 39 39 

4 見て回る 江戸・東京 

東京を見て回ることで、江戸の面影を追憶し、東京

の将来を展望することをベースに、武蔵野も含め、忠

臣蔵、戦跡、水害などの視点から考察する。 

 令和6年4月～令和7年1月（全14回）  

50 61 60 

  合  計 200 182 181 
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 本格調査の実施地点は氷川遺跡包蔵地内であり、古墳時代前期の竪穴住居跡 1 軒が検出されました。

その他、茶屋坂遺跡（C 地点）からは小規模ですが、近代に作られた煉瓦製建物遺構 1 基が検出され

たことにより、3次元（3D）測量による本格調査を実施しました。 


